
片瀬・江の島まちづくり協議会 

これまでの活動経過と今後 

●平成 23年度 

片瀬・江の島まちづくり協議会では、「歴史の薫りと潮の香りがただようふれあいのまち

片瀬・江の島」を片瀬地区まちづくりのテーマとして、新総合計画基本計画の片瀬地区地

域まちづくり計画を基に策定した片瀬地区まちづくり実施計画には、片瀬・江の島地域に

関わるまちづくり事業 32 事業を位置づけて、これに既存の 4 事業を含めた 36 事業につい

て平成 23 年度から 3 年計画で実施してきました。（地域経営会議平成 23 年度委員 27 人 9

部会 36 事業） 

 

●平成 24年度 

この 3 年計画の最終年にあたるとともに郷土づくり推進会議へと新制度へ変わる平成 25

年度に向けて、平成 24 年度において事業の方向性の見直しを行い整理し、活動の総括を行

って 15事業に再編成してきました。（地域経営会議平成 24年度委員 27人 10部会 36事業） 

 

●平成 25年度 

新しい制度（郷土づくり推進会議）に対応したまちづくりの組織をつくり直す検討の期

間と位置づけて、この間にまちづくり活動に空白が出ないように継続性を担保するため、

これまでの地域経営会議委員が郷土づくり推進会議委員としてこの 1 年について任期を継

続し、平成 26年度以降の地域課題やまちづくり事業とこれを進める組織のあり方について、

集中的に意見交換し検討をしてきました。（郷土づくり推進会議第 1 期平成 25 年度委員 23

人 7 部会 15 事業） 

 

●平成 26年度 

この検討に基づき、片瀬・江の島地域の平成 26 年度まちづくり組織は、地域団体選出委

員及び公募委員の 30 人以下の構成とし、役割もあらためて整理しました。また、地域活動・

地域課題・まちづくり事業の状況を見据えて、7 部会 13 事業といたしました。（郷土づくり

推進会議第 2 期平成 26 年度委員 26 人 7 部会 13 事業） 

 

●平成 27年度 

平成 27 年度まちづくりの組織と事業は、平成 26 年度から基本的に継続し、7 部会 13 事

業で引き続き推進していきます。（ただし、地域福祉推進部会は、ボランティアセンター運

営委員会へ改称しました。）（郷土づくり推進会議第 2 期平成 27 年度委員 24 人 7 部会 13

事業） 



 

●平成 28年度 

委員については、公募委員を募集し選考の結果 8 名の体制とし、16 名の地域団体選出委

員ととともに活動してまいります。まちづくり事業については、平成 27 年度から継続して

進めていきます。地域課題については、空き家対策課題を平成 27 年度で検討を終了し、環

境課題（主に犬のフン放置対策）について引き続きワーキンググループを設置し、また、

小学生の居場所課題については青少年健全育成部会において検討してまいります。また、

平成 27 年度の地区集会でも取り上げました片瀬・江の島地区の郷土魅力を継承していくこ

とについて重要な地区内の課題であると考え、検討するためのワーキンググループを立ち

上げています。（郷土づくり推進会議第 3 期平成 28 年度 24 人 7 部会 13 事業） 

 

●平成 29年度 

 委員については，年度当初に団体選出委員が 5 名交代しました。まちづくり事業につい

ては，「生活道路の安全向上対策事業」が 28 年度で終了となり，12 事業となりました。地

域課題については，小学生の居場所課題については青少年健全育成部会において引き続き

検討され，また，28 年度に新たに立ち上げられた「郷土魅力継承等課題検討ワーキング」

につきましては，29 年度をもって活動を終了しました。年度末には「青少年ボランティア

活動支援事業」「まちかどミニベンチ設置事業」「地域広報事業」が終了し，平成 30 年度に

は 9 事業が引き継がれることとなりました。（郷土づくり推進会議第 3 期平成 29 年度 24 人

7 部会 12 事業） 

 

●平成 30年度 

委員については，公募委員の選考が行われ，新たに 4 名の公募委員が選出され，平成 30

年度は 20 名の委員で構成されます。まちづくり事業については，9 事業となりました。 

地域課題については，「郷土魅力継承等課題」は郷土文化推進部会において引き続き検討

されることとなりました。「小学生の居場所課題」は引き続き青少年健全育成部会において

検討されました。また，東京 2020 大会開催に向けて，地元の盛り上げを検討するための「オ

リンピック・パラリンピック関連ワーキング」が立ち上げられました。 

年度末にあたり「青少年居場所事業」，「小学生の居場所課題」の検討が終了となり，平

成 31 年度には 8 事業が引き継がれることとなりました。（郷土づくり推進会議第 4 期平成

30 年度 20 人 5 部会 9 事業） 


